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対照修辞論（contrastiverhetoric）について－英語と日本語の対照を中心にして

医学部外国語講座清水研明

1966年に発表された、RobertKaplanの論文``Culturalthouglltpatternsmmter-cultural

education''により対照修辞論が誕生したと言われている。Kaplanはその論文の中で、各言語の

修辞構造はその文化に特有であり、アメリカで外国語､或いは第二言語として英語を学習してい

る、英語を第一言語としない学生の書いた英語の文章には、それぞれの第一言語の修辞構造が影

響を与え、英語の文章としては欠陥のある文章になってしまっている、と述べている。

ここで言う「修辞構造」とは、パラグラフのようなテクストの構造を意味し、Kaplanは、こ

の論文では各言語のパラグラフの修辞構造を比較している。各言語のパラグラフの修辞構造を

「線」で表現したのが次の図である。

RＯ脚〃ce RMssm瓦Ｏγie"ねノＳｃ"ljjjc巨噸ＩＩｓｈ １１１、、／／「山リー
ノ
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後で批判されることになるが、Kaplanは当然の如く、英語の修辞構造が基準であり、英

語の基準からの逸脱は､取り除かれなければならないと考える。基準となる英語のパラグラフ構

造は演鐸的パラグラフである。「直線」は、トピック･センテンスで表された主張が直後の文によ

って支持されることを示している。

さらに、Orientallanguagesでは、渦巻き状で示されるパラグラフ展開が一般的であること

が示されている。しかし、この論文では、中国語とハングルがOrientallanguagesであり、日

本語を含まないことと、Orientalという言語学では使われない用語を使ったことが批判される

ことになる。

この｢渦巻き状の曲線｣は､明らかに｢起承転結｣スタイルのテクスト構造を示していると思われ

る。すなわち、トピックが冒頭に示されても、トピックに直接関係のない情報が示されたり、先

行する情報から直接得られるとは思えない結論が示されるなど、トピックについての結論が最終

的に得られないテクスト構造を意味する。

英語の演鐸的パラグラフがほぼ独占的に使われるようになったのは､それほど遠い昔の話しで

はない。nＪ・Ｈａｙｓは、南北戦争以前のアメリカの大学教育の現場では、帰納的パラグラフが
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むしろ一般的であったと主張している。

南北戦争以前のアメリカの大学教育は､政治家と宣教師の養成所という様相を帯び､相手を説

得する修辞技巧が重要視された。それは、幾つかの例を挙げて、そこから一般論を引き出す、帰

納的な論理展開がより有用であると考えられたからである。しかし、１９世紀後半、アメリカの

産業は序々に成長し､大学はかってのような政治家と宣教師の養成機関ではなくなり、産業の発

展を担う中流市民の仲間入りを望む学生が多くなった。

人を説得する必要より、科学知識を伝えることの方が重要視されるようになり、それには演鐸

的パラグラフがより相応しいと考えられた。先ず科学的事実を伝え、その事実の正当性を示す文

を後続させるパラグラフ展開が重用された。古典的修辞学が学校教育のなかで力を失い､古典的

修辞学の素養のない大学生に対しては､演鐸的論理の方がより教え易いと言う事実もあったよう

だ。

Kaplanなどの主張に対し、その英語至上主義や、その裏返しである、英語以外の言語に対す

る固定的な言語観が批判を浴びた。日本人である久保田竜子は、潜在的・顕在的に示される英語

至上主義を批判し、さらに、起承転結が日本で優勢な修辞スタイルであることを前提とした対照

的研究の有効性をも疑問視する。日本語研究者であるＪＯｈｎＨｍｄｓは､Kaplanの主張を受け継

ぎ、起承転結スタイルの日本語テクストを論理的ではないと批判したが、久保田は、日本語に限

らず、中国や韓国でも、アメリカで一般的な演緯的なパラグラフの影響を強く受け、起承転結ス

タイルの段落は既にそれほど優勢ではないとしている。

久保田は、アメリカの外国人学生が、第一言語である母語固有の修辞構造を排除して、英語の

修辞構造を身につけていく過程を「脱文化」（acculturation）として捉え、英語以外の言語固有

の修辞構造を、英語の修辞構造と同等に捉えるべきだと主張する。

英語の修辞構造､特に､科学論文の修辞構造が演鐸的パラグラフにほぼ統一されている事実は、

大半の、非英語を母語とする者には、当然の如く受け入れられているが、当のアメリカで、より

説得的なパラグラフ構造として帰納的パラグラフが優勢な時代があったことを考えると､現在の

演鐸的パラグラフの圧倒的優勢は、絶対的なものではない。

批判されることの多い｢転｣と「結」の部分を修正し、より広範に受け入れられるように起承転

結スタイルを変えることも可能であろう｡古代ギリシヤの修辞学から伝わっている帰納的修辞構

造、さらには、西洋修辞学以外の伝統を持つ修正された起承転結スタイルを含めた、複数の修辞

構造が並立し、書き手が目的に応じた修辞構造を選べることが可能な、修辞的に健全な

価etomficanyhealthy）時代の到来が待たれる。
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編集後記

『総合科学研究会報』の第４号が出来上がりました。今回は昨年度後半２回分の記録を掲載い

たしました。今年度の記録は第５号以降で順次お届け致します。

これからも、年４回を目安に勉強会を開いてゆくつもりでおります。どなたでも参加御自由の

研究会です｡会での話題提供の御希望は随時受け付けておりますので､下記連絡先までお気軽に

お申し出ください。

総合科学研究会報第４号

2006年９月吉日発行

編集・発行 福島県立医科大学総合科学研究会

〒960-1295福島県福島市光が丘１番地

福島県立医科大学医学部人文社会科学講座内
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